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成人女子の 体 つ きの 分類 （第 2報）

一 腰部形態の 特徴一

平 沢 和 子 ， 長 井 久 美 子

（県立 新潟女子短期大学）

平成 4 年 9 月 5 日受 理

Classification　of 　Women ’

s　Body　 Shapes （Part　2）

　
− The　Characterisdc　of　I．ower 　Body 　Shapcs一

Kazuko 　 HIRAsAwA 　and 　Kumiko 　NAGAI

Niigata　 Women ’
5　Go地98，　 Niigata　950

　 We 　 classified 　 the 　 shapes 　of　wo 皿 en
，

s　lower　bodies　by　cluster　 analysiS 。　 There 　 were 　2　 separate

groups　of 　sψ j  ts．　 The 丘rst　group　was 　100　young 　women （18＿21　years　old ），
　 and 　the 　 second

group 　was 　300　wo 皿 en 　consiSted 　of 　100　young 　wom   ，100　middle 　 aged 　 women （35−59　years
old ＞and 　lOO　elderly 　women （60−75　ycars　 old ）．　 This　 is　an 　8−point　 scale 　 fbr　 Classification　 of

women
，

s　lower　bodies，　as 　fb塁10ws： Lhip 　girthtwaist　girth ， 2．　middle 　hip　girth！hip　girth，　3．　frent
middle 　hip　girthlback　middle 　h量p　girth， 4．　front　hip　girth／back　hip　girth， 5．　crotch 　depth！stature ，

6．hip　depth／crotch 　depth
，
7．　total　 crotch 　lengthlstaturc

，
8．　hip　 slope ．

　 Thc　 rcsults　 obtained 　 wcre 　 summarizcd 　 as　fbllows：
1）The 　shape 　of 　the 　lewer　bOdy 　was 　deterrnined　by　the 　main 　3−points．　 The 丘rst　 point　 was

diffcrence　of 　the 　waist 　and 　hip　size
，
　the 　second 　pOint　was 　 size 　 of 　 middle 　 hip

，
　 the 　 last　 point

was 　front　hip　girthlback　hip　girth．
　 2）Young 　wom   have　3　types

，
　 whereas

，
　 women 　have　6　types 　 of 　lower　bodies．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　September 　5
，
1992）
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腰部，index 指数値 ，
　 classificatien 分類 ，

　 cluster　analysis ク ラス ター分析．

　 1． 緒　 　言

　胴部に 引続き下半身 ， 特に 腰部の 「体つ き」 の 分類を

行 っ た．

　人 体腰部 は 大 きな骨盤の 存在に よ っ て 比較的少ない ゆ

と り量の 下衣 で動作が で きる．しか し腰部形態の 性差 ・

民 族差 ・年齢差 ・個 人差 は ，身体各部位 の 中で 最大 と言

わ れ る．ま た下衣を保持する胴部 ・腹部 は 脊柱以外に 骨

格がな く，消化器系を内蔵し，臍部を中心 に 脂肪が沈着

しや す く変形 や変化が 著 し い ．こ の よ うな条件 の もとで

少ない ゆ とり量 で 胴部 ・腰部 に フ ィ ッ トす る ス カ
ー

トお

よ び パ ソ ツ パ タ ーン を得る こ とは む ず か し く，形態の 把

握や分類が必要で あ る．

　衣服設計 の た め の 「体 つ き」の 研究は ， 「サ イ ズ に 関

係 な く表出す る姿勢 ・体つ きの 特徴 を，太 り具 合 い ・姿

勢 ・容姿の 因子」 と して 抽出 し た もの
1），「姿勢に 関す る

総合特性値 と し て 上 半身 の 反身
・
屈身体，下半身 の 腰椎

部 の 大 きな 屈曲の 姿勢 ・直線的な姿勢」 の 体つ きを 抽出

した もの
2）

などがあ り， 両者 とも体幹部全体を対象に 写

真上 の 身体側面 シ ル エ
ッ トか ら得 られた 測 定値 に つ い て

主成分分析を施 し分析 して い る．ま た 下半身の 分類に つ

い て は 因子分析 ・ク ラス タ
ー

分析 を行 い ，「下半身全体

の 大きさ」
・「厚さ」・「脇線 の 湾曲」な ど 8 因子 に よ り 13

ク ラ ス タ
ー

に 分類 し た報告
3〕

がある．以上 の 文献 の 対象

は い ずれ も若年女 子 で あ る．

　人体体幹部の ウ ェ ス トラ イ ン を境に そ の 上部 ・下部は ，

脂肪の 沈着など体つ きが 個人 に よ っ て 異な る こ とが知ら
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れ て お り， 現在 ， 上衣 ・下衣 は 別 々 に 選 択 ・購入 され

フ ィ ッ ト性を増して い る．衣服が上下 に セ パ レ
ー

トされ

て い る意義は機能性 の み な らず フ ィ ッ
ト性か らも大 きく，

その 上分類の 単純化が は か られ ， 実際的な結果が得 られ

る と考えられ る，本報告 は 腰部 を 胴 部 と切 り離 し 分類 し

た．また ，対象 を青年女子 お よび青年女子を含む成人女

子 （青年 ・中年 ・老年各 100名）と し，日本婦人の 成長

完成 期の 個体差 に 対 し 中高年 の 体 つ きの 変化を 比 較 し て ，

腰部の 体つ きを明 らか に す る た め の 分類 を試 み た ，高齢

化社会が
一

段 と進 む今日，特 に 中高年 に と っ て 下衣 は 最

も身近な保温の 環境を整え る上 で重要 で あ り ， 「健康な

高齢者の 衣服」に視点を お い た ．

　分析資料は ， 従来多 くみ られ た 視覚的体型特性値に 対

し ，
パ タ ーン 設計 に 必要不可欠 な体表長を主 と した ．し

か し ， 周径は 大 きさを知 る こ とは で きるが腰部 の 外形 の

達 い を 証明す る こ とは で きな い ．そ こ で 脇線を設定 し て

前面 ・後面 の 体表長 を 測 り分析 の 対象 と し横断面図 と も

照合 した．また下衣 の 設計や購入をす る場合 に は
一

般 に

胴囲 と腰 囲 を マ ーク す る が，そ の 中間 の 部位こ そ 最 も大

きな個体差 ・年齢差が観察され る こ とか ら腹囲を重視 し ，

パ ン ツ 構造 の 設計に 必要 不 可欠 な股上 前後の 長 さ や 腰部

最大矢状径 ・腰部正中角度を加 え， 分類尺度を 8項 目と

した．胴部 と同様 に 指数値と して大きさを除き，グ レ ー

デ ィ ン グ に よ っ て も フ ィ ッ ト性 を 増 さ な い 体 つ きの 違 い

に よ る分類を ， ク ラ ス タ
ー
分析 に よ っ て 行 っ た．その 結

果 の 体つ きの 特徴を わ か りや す い 言 語 や側 面 ・後面 シ ル

エ
ッ

ト例 で あらわ し ，
パ タ ーン や ボ デ ィ 製作に 必要と思

わ れ る体型情報 を数値で示 すこ とを 試み た．

　2． 研究方法

　（1）対象お よび計測内容

　対象 の 年齢区分 ， 被験者数 ， 計測年，体位 は 表 1 に 示

した．計測年 は 異 な る が ， 全国 の 調査資料
4｝

に 比べ 青

年 ・中年共 に 被験者の 体位が優 っ た．

　 計測 は，分類 に 用 い る項 目や分類結果の 体 つ きを調べ

る ため ， また ス カ
ー

ト ・パ ン ツ 原型を描 くた め の 項 目な

ど 4置項 目に つ い て 行 い ，そ の 他，青年 ・老年 50 名 に つ

い て 腰部 の 疑似体表面展開図 と横 ・縦断面図を採取した．

　計測 の 方法 は す で に 報告
5）−s） した の で 省くが ， 次の 3

点に つ い て略記し た い ．

　 D　脇線 の 設定5》

　 ス カ ー ト原型 の 脇線は 視覚的効果 を も考慮 され るが ，

今回 の 計測 で は 再現性 の あ る転子点を通 る垂直線を脇線

と した ．

　2）　腰部最大矢状径

　腰部最大矢状径 は腰部の 側面 か らみ て 後突点 と前突点

を 通 る垂直線間 の 距離 を さす が ， 直接計測 の 場合，腹部

が 大きく前突 して い る体型 は 補助板を腰部 か ら大腿部 に

か け て 当て る の で 正確な値が 得 られ な い ．そ こ で 杆状計

に 自由 に 動か すこ との で ぎる補助板 と転子点 の 位置を指

す計測器を取 り付けて試作し ， 転子点を基準 とした腰部

最大矢状 径 とそ の 前 ・後腰部最大矢状径 を計測 した ．こ

れ は パ ン ツ パ タ
ーソ の くり幅 の 重要 な 人体因子

7，

で あ る．

　3） 腰部正中角度お よび 殿部角度

　報告 され て い る腰部角度 は 間 接計 測 法 に よ る シ ル エ
ッ

トの 角度で あ る．本実験で は直接計測する こ との できる

腰部正中角度 （後正中線 上 で 胴囲線か ら殿部 に沿わ せ て

衷 1．被 験 者 の 体 位

青　年　女　子 中　年　 女　 子 老年 女 子

平 沢 計 測
n ＝ 10019B6

，
1987

18〜21歳

　全 国 資 料 4）

n ＝ 761〜810
1980，1981

　 19．　0歳

平 沢 計 測
n ＝ 1001985

，1990
35〜59歳

　 全 国 資 料
4）

π ＝ 3865〜3872
　 1980，1981
　 35〜59歳

平 沢 計 測
n ＝ 10019S4

，1990
60〜75歳

s 5 5 5 s

年 齢 （歳） 　 18．　9

身 長 （cm ） 　且59，9

体　重 （kg）

胸　囲 （cm ）

腰 　囲 （cm ）

52．8

81，7

89，8

0．85

．1＊＊

5．6＊＊

4，6

3．6

156．2　　 5．0
　（n ＝ 780）
50．7　 　 6．1
　（n ＝ 761）
81．3　 　 5．0
　（勿 ＝ 780）
88．2　 　 4．6
　（n ＝ 7eo）

42．6154

，5

53．4

85．6

91．5

6．05

．5＃

6．7

5．4

4．8

15L 　6 　　 4．9
（”＝3872）

52．7　 　 7．3
（π ＝ 3865）

86．3　 　 6．9
＠ ＝ 3866）

90．9　 　 5．5
（n ＝ 3868）

68．4147

，3

5LO

87．4

9L 　6

3．75

，3

7．5

7．8

5．9

＃ p＜0．001．

60 （762）
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表 2．設定 した指数値 と腰部 の 体 つ きとの 関係

年齢別 （各 n ・＝100）
指 数 値

青年 中年 老 年

指数値 と個体差 お よ び加 齢 に よ る 変化 との 関係

腰 囲／胴 囲

π

5MinMax

1SC，5

　 4．6131

，5152

，7

128，8

　 7．0113

，4143

．6

艮20．9
　 8，L107

．1

瓦48．2

胴囲 の 増加 で くび れか らず ん 胴 へ と，加齢 に よ る 変
化 と個体 差 が 大 き くな る ．

中年 は 腰 囲 に 比 べ 胴 囲 の 増 加 が 著 しい ．

腹 囲 ／腰 囲

又

sMinMax

88．32

．982

．296
．8

94．8

　 3，285

，5104
．1

99．6

　3．789

．9109
．1

腰囲 の 変 化 は 少 な い ．

中年 ，老 年 は 腹 囲 が腰 囲 を しの ぎ，ス ク 呂 ア 型 や ビ
ーマ ソ 型 が 出 現 す る ．

x
　 　 　 　 　 　 　 　 5

前腹 囲／後腹囲
　 　 　 　 　 　 　 Min

　 　 　 　 　 　 　 Max

102．0

　 8．984

．2127

．0

lo8．3

　 9，277

．5133

．3

102．7

　 8．085
．2130

。2

前 腹 囲 は 臍 部 を 中 心 に 前 面 全 体 で ， 後 腹 囲 は 中 殿 筋

位 置 で 増 大 し ，
ス ク ェ ア 型 や ピ ーマ ン 型 の 形 と な る．

薯

　 　 　 　 　 　 　 　 5

前 腰 囲／後 腰 囲
　 　 　 　 　 　 　 Min

　 　 　 　 　 　 　 Max

93．2

　 7．476

．2110

．9

且oo．4

　 8．281
，0129

．3

97．5

　 5．984
．且

ll2．5

青 年 は 大 殿 筋 が 発 達 し ， 後腰 囲 が 大 き い ．

中年 は 腰 囲 の 前後 差 は な く殿 筋 の 衰 退が わ か る ， 腹
囲 の 影 響 で 前腰 囲 が大 き い ．

股 上ノ身長
　

゜
m

飢

5MM

164．4

　 9．0143

．5188

．0

162．911

．2

且35．2191

．0

165．313

．5137

，9197

．6

骨格 に 基 づ く股 上 は ，身長 147．0〜172．Ocm ま で の

身 長 差 に 対 し， 加 齢 に よ る 変 化 は少 な い ．

腰部最大矢状径 　 S

／股 上　　　　　Min

　 　 　 　 　 　 　 　 Max

85．8

　6．372

．2106

．7

97，410
，179

，9126

．0

107．　014
．172

．1158

．4

経年変化 は 明 らか で ， 前面 の 厚み が 増 す．

腰 部 最 大 矢 状 径 　刃

　 〃　前矢状径 　Y
　 〃　後 矢状径 　π

青年　　中年
22．48　　24，54
10．16　　12，94
11．95　　 11．69

老年
25．1913
．86

ユ2．05

　　　　　　　 x

股 上 前 後 の 長 さ　
S

ノ身 長　　　　　Min

　 　 　 　 　 　 　 Max

42．71

．638

．646

．2

44．52

．239

．650

，8

48．03

．440

．558

，1

骨格 に 基 づ く股 上 に 比 ぺ
， 股上 前後 の 長 さ は 加齢 に

よ り著 し く増加 し ，
パ ン ツ 構 造 に は 必 要 不 可 欠 な項

目で あ り適合度 を 左右す る，

腰 部 最 大矢状径 と相関関 係 が あ り推定値 が 得 ら れ る．

腰 部正中角度

xsMinMax15。54
．76

，027

．0

12．93

．55

．023

，4

8．25

．70
．023

．0

個体 差 が 大 で 加 齢 に よ り確 実 に 減少 し ， 正 中線 と殿
部 の 角度 差 か ら大殿 筋 の 衰退 を 認 め る．

　　　　　　　　 青 年 　　中年　　老年

　正 中角度　π 　 15．50 　 12・91　 8・15
　殿 部角度　X 　 l9．65　 15．69 　 9．49

計る角度） と殿部角度 （殿部後突点 と胴囲線 を後正中線

に 平行 に 結 ん だ線 に 沿 っ て 計 っ た角度） とを計測 した．

こ の 角度 とパ ソ ツ 原型 の 関係は ， 後股 上 線 に お い て 腰部

正中角度／2 が実験的 に 適合性を 得 た S｝．間接計測法に お

け る シ ル エ
ッ トの 腰 部角度 と腰部正 中角度 との 関係 は す

で に 報告した．すな わ ち ，
シ ル エ

ッ トの 腰部角度〃 ， 腰

部正中角度 X とすれば次の 相関式が成 り立 つ ．

　 y ＝1．15x ＋ 0．01 （r＝0，93，　n ＝　100 （青年女子））

　（2）分類尺度 の 選定

　腰部の 体つ きの い わ ゆ る
“

大 きい ・
小 さい

”

の 因子を

省 く手段 と して ， 2 っ の 計測値間 の 関係をあらわ す 8 項

目の 指数値を選び，これ らを総合的に 調べ tc．表2 は 8

指数値に つ い て 各年齢層別 の 平均値 ， 標準偏差 ， 最大 ・

最小値 とこ れ らが 示す体 つ きを説明 した．
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表 3．分類尺度 8 項目の 主成分分析

（成人 女子 300
， 指数値 8 ）

主 成 分 1 主成分 2 主成分 3 主成 分 4 主成 分 5

腰　囲／胴　囲

腹　 囲／腰 　囲

前腹囲／後腹囲

前腰 囲／後腰 囲

股 　上／身　長

腰 部最 大矢 状 径／股上

股 上 前後 の 長 さ／身 長

腰部正中角度

一
〇．510

　 0．492

　 0．058

　 0．164

　 0．038
　 0．432

　0．438
− 0．296

一〇．061

　 0」114
− O．688
− 0．678
− 0．009

　0．128

　0．115

　α 142

一〇．　027

　 0．050
− 0．043

　0．　046
− 0．846

　0．362
− 0．382

　0．　COI

一〇．041
− O．　040

　0．298
− 0．025

　0，041

　0，3490
．202

　0．869

一〇．319

　 0．602
− O．　094

　 0．136

　 0．104
− 0．402
− 0．483

　0．321

値

率

率

　

　

与

有

与

寄

　

　

積

固

寄

累

3，2570

．4e70

．407

1．7020

．2130

．620

L3470

」 1680

．788

0．8590

．1070

．896

0．3220

．OCOO

．936

　 1） 分類尺度 8 項 目の 主成分分析結果

　 分類尺度 8項 目の 主 成分分析結果を表 3 に 示す．第 3

主成分まで の 累積寄与率は 78，8 ％で ，負荷量 お よ び そ

の 正 ・負か ら 「体つ き」 を 解釈する と ， 第 1主成分はず

ん 胴 ・くび れ 具合 ， 腰囲に 対す る腹囲の 大 きさ ， 身長 に

対す る股上前後 の 長 さ，股上 に 対す る腰部最大矢状径 の

大きさなどが大 きく負荷し， 具体的 に は ず ん胴 で 腹囲や

股上 前後の 長 さや 厚 み が大 きい 体つ きを さ し ， こ れ に対

す る 体 つ きは 胴 が くびれ，腹囲や 股上前後 の 長 さや 厚 み

が小 さい 体つ きと解釈 され る．

　第 2 主成分 は 腹囲 と腰囲 の それぞれ の 前後 の 比 が 大 き

くマ イ ナ ス に 負荷 して い る の で ， 前腹囲が小さく後腰囲

が大きく張 り出 して い る体 つ きと，前腹囲が大 きく，前

腰囲 に 比 ぺ 後腰囲が小さい 体 つ きが 考 え られ る ．第 3 主

成分 は身長 に 対す る股上 の 長さが大きく負荷し ， 俗に 言

う胴長か どうか の 体 つ きで ある．腰部正中角度は 第4 主

成分に あらわれその 寄与率は 10．7 ％である，

　2）　 ク ラ ス ター分析

　分類尺度と した 8 項 目を 用 い て ク ラ ス タ
ー

分析を行 っ

た．胴部 と同様 に 階層的手法 とし ， 2個体間の 距離の速

度は標準 ユ
ー

ク リ ッ ド距離 を 用 い ， 距 離 の と り方 は

Ward 法 を 用 い た．

　対象者は 次 の 2 グ ル ープ と し結果を検討 した．  青年

女子 100 名，    の 青年女子 を含む 成人女子 300 名 （青

年 ・中年
・
老年女子各 100 名）．

　＆　 結果お よび考察

　 ク ラ ス ター分析の 結果 ， 青年女子 お よ び成人女子 に つ

い て 各 ク ラ ス タ
ー
別 の 体位 と指数値 の 平均 値 ・標 準 偏

62

差 ・最小値 ・最大値を表 4 に 示 した ．また そ の デ ン ド ロ

グ ラ ム ・
出現率

・指数値に よ っ て 推察 した 体 つ きを表す

キ
ーワ ード とその 体つ きの 指数値に よ る裏づ け ， お よ び

各体型 に 属す る被験者 の後面 ・側面写真に よ っ て求め た

シ ル エ
ッ ト例を表 5に まとめ た．

　 〈青年女子 〉

　 ク ラス タ
ー
分析の 結果 ， 表5−1の よ うに ，

Y1 ，Y2 ，　Y3

の 3 グ ル
ープに 分類 され た ．他 に 出現率 6％ の グ ル

ーブ

が で きた が特殊 グ ル ープ と し，今回 は 94％ を占め た 3

グル ープ に つ い て検討 した．表 4 に 示 した各グ ル ープ の

身長 ・P 一レ ル 指数 ・胴囲 ・腰 囲 な どの 計 測 値 の 範囲に

っ い て みる と ， グ ル ープ 内 に 大小 が 入 り交 じ っ て お り ，

Yl を 例 に とる と，身長 152．7〜177．2cm ，ロ
ー

レ ル 指

数 1．057〜1．695，胴囲 58．0〜 71．2cm ，腰 囲 81．0〜95．9

cm の 身体の 大 きさの 違 う被験者 が ， 体つ きの 共通点 で

グ ル ーピ ン グ され て い る の が わ か る ．成長完成期で の こ

の 体つ きの 違 い が 個体差 と考えられ る．それぞれの 外観

か ら， Y1 は ダ イ ヤ モ ン ド型，　 Y2 は くび れ ・ハ ー
ト型 ，

Y3 は ず ん胴 ・後充実型 と い え る．

　 〈成人女子〉

　成人女子 の ク ラ ス タ
ー分析結果を表5−2 に ま とめ た．

成人女子 は ， まず YM グ ル ープ と MO グル ープ に 大き

く分類 され，さ らに お の お の が 3分類され た．他に 2％

の 特殊グ ル ープ が で きた が 除外 した ．年齢別 の 出現率 を

み る と青年女子は ほ とん どが YM グル
ープ で あ り，中

年の 70％と老年女子の 豆00 ％ は MO グル ープ に 属 し て

お り， 青年期 の 腰部 の 体 つ きに くらべ 大差があるこ とを

示 し て い る．加齢 に よ る体 つ きの 因子 の 第 1は胴囲に 対

す る腰 囲 の 大きさ．つ ま りウエ ス トの くび れ具合 で ，年

（764）
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表 5−1．青年女子 の 体つ きの 分類一デ ン ド ロ グ ラ 厶 ・出現率 ・体つ き・シ ル エ
ッ トー

体つ きの 分類 と出現率

青

年

女

子
（
100

名
V

指数値 によ る体 つ きの推定

　　　　 　 腹囲／腰囲が最小 で腹囲が小 さ く、腹 部 はや や前突 して

Y1 　　　　いる。身長に 対する股上および股上前後の 長さが最大。

36 ・2 ％　 表 4 か ら、腰 囲 に比 べ て 外包 囲が大 き く、大鷽部が大 き

　　　　　 い、ダ イヤ モ ン ドに代表され る菱型の腰部であ る。

　 シ ル エ ッ ト

後面 　 　 　 側面

畠創
；：・・％ 韈羅 鑼1灘   襯
　　　　　 腰 囲／ 胴囲 が 最小 で嗣 囲が 大 き くずん胴。
Y3 　　　 後腰圃 が著しく大 きく、後面に張り出し てい る （前腰囲

34 ．0 ％　 ／後腰 囲 が最 小、前腰 囲4L67c■、後腰 囲 嬉7，41cm）。
　　 　　　 こ れ らから、ずん胴で後充実型の 腰部で あ る。 畠翻

表 5−2．成人女子 の 体 つ きの 分類
一

デ ソ ドロ グ ラ ム ・出現率 （n 数）・体つ き ・シ ル エ
ッ トー

成

人

女

子
（
300

名）

体 つ きの 分類 と出 現＄ （n 数）

くび れ型

44 ，6 ％

YM1 　 くび れ後充実型

　　　 7 ．7 ％

　 ずん 胴型

　55 ．4 ％

（V−17、　鬥一5、　0−1）

YM2 　 くびれ 青年典型

　 　 　 27 ．5 ％

指数傾に よ る体つ きの 推定

胴囲が御 く、後腰囲に 対 す る前腰囲 は 最小

で殿部は大き く後ろに張 り出す。
身長に対ず る股上と股上前後の長さ は最小。
腰部正中角度の 大きい人が多い．

最も胴が くびれ、胴囲に 対する腰囲 は最大

で、腰囲に 対する腹囲は最小●
（V−63、M・14、0−5）股上に 対する腰部最大矢状径は最小。
　　 　　　　 　　 若年層の 平均的バ ラン ス 。

YM3 　 くび れ ハ ート型

　 　 　 9 ．4 ％

胴囲は細 く くびれて い るが、棲囲に 対 する

腹匪が くび れ型の タ イブの中で 最大 。

（Y・i2、　M・11、0−5）身長に対 する股上および股上前後の 長さは

　 　　　 　　　　 大き い。

MO 　1　ずん 胴ス ．クェ ア型 　 腰 囲 に対 す る腹 囲 が大きい。
　　　　31 ．2 ％　　　　　股上に対す る厭部最大矢状径は最大。
　　　　 （V

−3、鬥
一27、0・63）腰部正中角度は小さい．

　 　　　　 　　　　 　　　 ず ん嗣 型 タ イブ の 中の平 均的バ ラ ンス 。

MO2 　ず ん胴ピ
ーマ ン 型

　 　 　 　9 ．1％

　　　　 （V−O、鬥
一3、0・24）

MO3 　 ずん嗣ハ ート型

　 　 　 　15 ．量％

（V−5、　鬥一38、　D−2）

ずん胴が極度に 進み腰囲に対 す る復囲は最

大、脇線は二段 となる。 身長に対す る股上

は最大で 股上前後の長さは著 しく長い 。

前傾や後傾姿勢が 目だち、顧部正中角度 は

マ イナ スも見 られ る。

中年層がほとんどを占め、腰囲寸法は 青年

期 と変わ らな い が腹囲が 大きくなり、後腹

囲に 対す る前腹囲お よび 後腰囲に対 す る前

綾囲は贔大で ある。
腰部正中角度 は、ず ん嗣型では最大。

　シル エ ・
フ ト

後面 側面

嵩謂
用
岡

用
剛

畠
◎
鱈申
自串
嗣脚

齢 とともに ず ん 胴が 進 む．第2 は 腰囲に 対する腹囲の 大

きさで，前面 ・ 後面 の 外観上 は ，ダ イ ヤ モ ソ ド ・ハ ー

ト ・ス ク ＝ ア ・ピーマ ソ型などの 各形態 の 違 い が 明確 で

ある．ピーマ ン 型は腹囲が腰囲に まさ り最大周径 とな り，

そ の 増大 に 付随 し て股上前後の 長 さと腰部最大矢状径 も

増大す る．腹囲 の 増大は個体差 を含み なが らの 加齢現象

と考えられ る．第 3 は 腹囲お よび 腰囲 の 前後比 で ， 前腹

囲が小 さく後腰囲が 大きく張り出す青年期の体つ きか ら．
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大 きい 前外包囲5）

に 比ぺ 後外包囲が小さ い 体つ きへ の 加

齢現象 が 指数値や側面写真か ら観察 され た．第 4 は身長

に 対す る股上の 長さで
“
胴長

”
か どうか の 体つ きで ， こ

れは唯一
個体差 に 起因する と考え られ る．以 上 成人女子

の 体 つ きを ま とめ る と， 第 1に YM （くび れ型） と MO

（ず ん胴型）に 大別 され ， 青年期 と老年期 の 体 つ き の 大

きな違い が 認 め られ た．こ れ は 比較的変動の 少 な い 腰囲

に 対 し，胴囲 の 増加が ず ん 胴 とな る原因 と考え られ る．

　第 2 ， 第 3 の 体 つ き は ダ イ ヤ モ ン ド・ハ ート ・ス ク ェ

ア ・ピーマ ン な ど に 外観が似 て お り，これ は 胴囲や腰囲

に 対す る腹囲 の 大 きさの 違 い が原因と考え られ ， 中 ・老

年の 腹囲 の 増加 （表 4 参照）は ， 単 に 周径が増加す る の

み で な く腰囲を もし の い で 最大周径 とな り，そ の 前後比

は 青年 と異 な り，パ ン ツ 設計 で は 必 要不 可欠 の 股 上 前後
の 長 さ は 著 し く増加す る．した が っ て 中高年 の 下衣の 購

入 ・設計に は腹囲 を マ ー
ク す る こ と が 必 要 で あ る．青年

とは 全 く異 な る 体つ きに 適合す る 下衣 の パ タ ーソ が 得 ら

れ なけれ ば快適な衣生活 とは な らな い．

　 4． 要　　約

　 衣服設計 の際の 体型 へ の 適合性を 目的 と し，胴部に 引

続き青年女子 お よ び 成人女子 の 腰部 の 体つ きの 分類を試

み た．

　大きさ を 除き身体 の バ ラ ソ ス を 示 す 8 項 目 の 指数値 は

主 に 体表長 を 用 い
，

パ ソ ツ 構造等 の 設計 に 不 可欠な股上 ，

股上前後の 長 さ， 腰部最大矢状径 ， 腰部正中角度を と り

入れ た ．また 周径を 計測す る場合 ， 前後の か た ち が 異な

る人体に対 し脇線を設定 し て 前面お よび後面を計測し か

た ち の 把握 に っ とめ た ．下衣 は一
般 に胴囲 と腰囲を マ

ー

ク す るが ， 個体差 ・
経年変化 に 最 も影響を及ぼす腹囲を

重視した。

　 こ の 指数値に 主 成分分析を適用 した 結果 ， 第 1主成分

に あらわ れ た の は ずん 胴 で 腹囲 が 大 きい 体 つ ぎと ， こ れ

に 対す る くび れ て 腹囲の 小 さ い 体つ きで ある．第 2 主成

分 は 腹部が うす く後腰囲が 張 り出す体つ きとそれに 対す

る体 つ きで あ り，第 3 主成分 は 胴長 であるか否か が あ ら

わ れ た．

　 ク ラ ス タ ー分析の 結果 ， 青年女子 は 3 タ イ プ，成 人 女

子 は 6 タ イ プに 分類され ， それぞれ の タ イ プ別 に ， 計測

値 12項 目と指数値 8項 目に つ い て 平均値 ・標準偏差 ・

最大値 ・最小値 を 表 4 に表 した ，表 4 に もとづ き各 タ イ

プ の 体 つ きを解釈 して キ
ー

ワードで 示 し ， 指数値 を用 い

て 体つ きの 裏付けを行い ，各 タ イ プに 属す る被験者 の 後

面 ・側面写真 を も とに シ ル エ
ッ ト例 で 表し ， こ れ を デ ン

ドロ グ ラ ム 上に ま とめ表 5−1，　5−・2 とした．

　青年女子 の 場合 ， 表 4 に 示 した よ うに 各 グ ル ープ の 身

長 ・卩 一レ ル 指数 ・胴囲 ・腰 囲 等 の 範囲 に つ い て み る と，

大小が 入 り交 じ り，身体の 大 き さの 違う被験者 が 体つ き

の 共通 点 で グ ル ーピン グ され て い る．すなわち 表 5−1に

示す Y1 （出現率 36．2 ％），　 Y2 （29．8％），　 Y3 （34．0 ％）

で あ る．

　成人女子 は 表 5−2 の よ うに YM （くびれ型）と MO

（ずん 胴型） に 大 きく分類され ， 腰部 の 体 つ き は 青年期

と中 ・老年期 とで は大 きな違 い が あ る こ とが明 らか で あ

る．成人女子 の 年齢別出現率をみると， MO （ず ん胴型）

は加齢 に よ る体 つ き とみ て よ く， 青年期 に 比 ぺ 腹囲の 増

大 は ハ ート ・ス ク ェ ア ・ピ ーV ン な どに 似た外形 とな り，

特 に MO 　2 は 腹囲が 最大 周 径 とな る．こ れ に 付随 して 股

上前後 の 長 さも著 し く大 き くな り， これ らの 体つ きに適

合す るパ ターン は腹囲 の マ
ー

クが 必要不 可欠 で あ り， 中

高年 の 健康上 もっ と も身近 な 保温 の 環境 を 整える 上 で 下

衣 は 重要 な 衣服 で ，こ れ らの 体つ きに 適合す る パ ターソ

が 考え られ なけ れ ば な らな い ．

　終 わ りに ， 長期 に わ た り数多 くの ク ラ ス タ ー分析とご

意見を賜 り まし た ， 九州工 業大学情報工 学 部助教授　小

林史典先生 に心 か ら感謝申 しあげ ます．ま た 実験 に ご協

力 くだ さ っ た被験者 の 皆様に 深謝 い た し ま す．

　本研究 は 昭 和 63年度  日本家政学会第41 回大会 に お

い て発表した もの に 被験者数を増し ， 加筆した もの で あ

る．
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